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高知市

高知市立地適正化計画における
居住誘導区域の見直し

（家屋倒壊等氾濫想定区域の除外）

第７回 物部川・仁淀川水系流域治水協議会
令和３年12月23日 高知市 取組事例

高知市作成
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高知市

浸 水 想 定 区 域
想 定 最 大 規 模

（おおよそ1000年に１度） の 降 雨

鏡 川 24時間総降雨量1,123mm

国分川・久万川 12時間総降雨量808mm

仁淀川 48時間総降雨量904mm

物部川 12時間総降雨量681mm

■現行計画の居住誘導区域内には，災害イエローゾーンが広範囲に分布している。
（特に洪水想定・津波浸水想定区域）

■土砂災害警戒区域は少ないものの，点在している。
■現行計画の居住誘導区域内の災害イエローゾーンは，居住誘導区域の約74％を占めている。
■これらの地域には，人口密度の高い地域や生活サービス施設が多く分布している。

■土砂災害警戒区域（ ） ＝ 553.3ha
現地調査を行い，土砂災害のおそれがある箇所を土
砂災害防止法に基づき区域指定した区域

■津波浸水想定区域（ ） ＝ 1,980.9ha
H24.12月に高知県が公表した最大クラスの南海ト
ラフ地震が発生したときに予測される浸水範囲

■洪水想定区域（ ） ＝ 2,232.5ha
想定される最大規模の降雨によって堤防が壊れたり，
河川から水があふれたときに予測される浸水範囲

１ 高知市のハザード状況
高知市作成
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高知市２ 高知市立地適正化計画

災害リスクの現状を踏まえ，リスクが高く居住や都市機能の立地を避けるべき地域とリスクがあっても，防災・減災対策によりリス
クを軽減し，一定程度のリスクがあることを認識し，受け止めたうえで都市的な土地利用や居住の誘導を進める必要がある地域を設定
する。

国が仁淀川・物部川，県が鏡川・国分川について，想定最大規模の洪水想定区域を発表しており，その中で家屋倒壊等氾濫
想定区域（氾濫流，河岸浸食）を示している。その区域は，居住誘導区域から除外すべきではないか。

■家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流・河岸侵食）については，想定し得る最大規模の降雨により近傍の堤防が決壊等した場
合に，家屋の流出・倒壊をもたらすような氾濫流が発生するおそれがある区域であり，洪水時における垂直避難が困難と
なり，人的被害に直結する可能性が高いことから，災害レッドゾーンと同等と判断し，居住誘導区域から除外する。

■人口減少の中にあっても，一定のエリアに人口密度を維持することで生活サービスやコミュニティを持続的に維持させる
ため，都市計画運用指針に基づき，市街化区域を基本とする。また，住宅の建築が見込まれない区域等を含めない。

■都市再生特別措置法の改正（R02年度）を受け，災害レッドゾーンを原則除外する。

災害レッドゾーン：災害危険区域，土砂災害特別警戒区域，地すべり防止区域，急傾斜地崩壊危険区域

【定義（抜粋）】
※土砂災害特別警戒区域：急傾斜地の崩壊等が発生した場合には建築物に損壊が生じ，住民等の生命又は身体に著しい危

害が生ずるおそれのある区域
※急傾斜地崩壊危険区域：崩壊するおそれのある急傾斜地で，その崩壊により相当数の居住者その他の者に危害が生ずる

おそれのある区域

高知市作成
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高知市３ 居住誘導区域の設定

鏡川

仁淀川

物部川

国分川・久万川

鏡川

仁淀川

物部川

国分川・久万川

高知市作成
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南国市における流域治水対策
～みんなで守る みんなで生きる 南国市の流域治水への取組～

■ソフト対策
当面の対策
①ハザードマップの全戸配布
②マイタイムラインの作成
③防災学習/避難訓練の実施
④洪水避難ビルの指定促進
⑤要配慮者利用施設の避難確保計画の策定支援
⑥家屋倒壊等はん濫想定区域内に立地する要配慮者利用施設

の避難の在り方（避難基準・避難方法）検討

高知県

徳島県

香川県

愛媛県

位置図

物部川
④洪水避難ビル指定促進

⑥家屋倒壊等はん濫想定区域内の

避難の在り方検討

②マイタイムラインの作成

③防災学習会/避難訓練の実施

⑤避難確保計画の作成支援

①洪水ハザードマップの全戸配布

⑤11施設の作成を
支援

①転入者に市民課
窓口で随時配布

②作成講習
2回開催

③洪水に特化した
防災学習を8回開催

Ｒ3年度に実施した取り組み（Ｒ3.12月時点）

南国市作成
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氾濫を減らす
①防潮堤の建設

香南市海岸堤防の国直轄化に向けた要望活動の継続
②物部川関係組織との意見交換

物部川濁水対策検討会、物部川漁業協同組合、物部川
21世紀森と水の会等との意見交換

備えて住む
③物部川右岸河川敷管理用道路の活用（R2整備)

本年度、３市職員（香南・南国・香美）により観光へ
の活用を検討するためサイクリングの試走を予定

④物部川河川敷（ふれあい広場）の活用
グランドゴルフ・球技・凧あげ・ﾄﾞｯｸｱｼﾞﾘﾃｨ競技等

⑤物部川の現状と課題を周知
物部川流域ふるさと交流推進協議会（香南・南国・香
美）として関係団体の活動支援等により流域住民に広
く周知。令和３年度は動画を作成。

安全に逃げる
⑥香南市洪水・土砂災害ハザードマップの作成

洪水の指定緊急避難場所を新たに指定した「香南市
洪水・土砂災害ハザードマップ」を作成・配布

令和３年度 香南市物部川流域治水の検討事項

香南市が令和３年度において取組んだ
流域治水３方策

香南市作成
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令和３年度 香南市物部川流域治水の検討事項

備えて住む
⑦令和３年５月の香南市広報誌「こうなんＮＯＷ」において

流域治水の取組の概要を掲載

香南市作成
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香美市の取組事例

本川氾濫遊水地域のいち早い解消（加茂地区の遊水地水路整備（香美市））

○平成３０年７月豪雨時において、物部川本川の無堤地区である加茂地区では浸水が発生しており、ある程度の遊水は仕方ないが、優良農
地でもあることから、いち早い排水機能強化。

⇒優良農地に出来るだけ被災の少ない、遊水機能維持を図り、さらなる増強が可能かどうか検討が必要。

平成３０年７月豪雨時の浸水状況

浸水範囲

排水路

※ 排水路 改修計画案

今後、優位な補助制度を模
索中であり、地域への協力
体制をどうするかが課題。

香美市作成
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香美市の取組事例

防災ステーション整備（香美市）

候補地

○香美市所有の土地に緊急避難場所や応急対策を実施するための活動拠点として活用できる防災ステー
ションを整備することを検討。

今後、優位な補助制度を模
索中であり、地域への協力
体制をどうするかが課題。

香美市作成
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土佐市作成
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土佐市作成
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土佐市作成
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土佐市作成
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土佐市作成
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土佐市作成

15



土佐市作成
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土佐市作成
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土佐市作成
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土佐市作成
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いの町立地適正化計画をR２年度より策定を開始

【当初のスケジュール】

R２年度・・・・基礎情報等を用いた現況分析・アンケート調査

R３年度・・・・都市機能誘導区域・居住誘導区域の検討

パブリックコメント

いの町における「氾濫を減らす」＋「備えて住む」対策の取組み

氾濫を減らす

仁淀川本川の堤防を「粘り強い化」することにより、

浸水深の増加速度を抑制
家屋倒壊、浸水深を抑制

避難時間を稼ぎ「逃げ遅れ」を減らす
逃げ遅れた場合でも、被害者を減らす

国土交通省への仁淀川本川の堤防の「粘り強い化」に向けた要望活

動の展開

備えて住む

安全性 高

家屋倒壊区域

実際の建物・構造物を考慮
将来実施する「堤防の粘り強い化」等を考慮

高知河川国道事務所

高知河川国道事務所が再計算
を検討

安全性
R４年度・・・両者のバランス
をとったまちづくりを検討

歴史
利便性
経済性

家屋倒壊等氾濫想定区域の再検討

いの町作成
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指定緊急避難場所の再点検

いの町における「安全に逃げる」対策の取組み
安全に逃げる

民間企業と協定締結により、避難場所の容量確保

民間施設の屋上などを活用

（日本製紙パピリア（株）高知工場社員寮）

 民間企業と「洪水時の施設の使用について」協定締結
 町ＨＰに「洪水時の緊急避難場所の提供にご協力を」掲載

〇仁淀川本川において最大規模の洪水が発生した場合、避難者があまりにも多く、避難場所が不足

〇住民自らによる避難計画を立案できるよう、平時から防災意識の普及・啓発

 伊野地区自主防災会連合会（会長：樋口義博）で流域治水勉強会を開催
 指定緊急避難場所の再点検
 町内事業者の意識調査を実施（５９事業者を訪問予定）
 区長連合会や枝川地区自主防災会連合会、消防団へ取り組み説明

自主防災組織と連携し、避難体制の強化

流域治水勉強会を開催

Ｒ3.7.14

Ｒ3.10.13Ｒ3.11.10 Ｒ3.11.28 Ｒ3.11.14

Ｒ3.9.14

いの町作成

21



日高村取組状況 日高村水害に強いまちづくり審議会

 基本方針（条例第8条）

 日高村浸水予想区域（同第9条）
・平成26年台風12号規模の降雨が起こると、村民の
命や財産に危険を及ぼすことが想定される区域

 災害危険区域（同第9条）
・「日高村浸水予想区域」の新たに建築する家屋の
「居室」については、建築基準法第39条の規定で、
規制することが望ましいため、「日高村浸水予想区域」
を「災害危険区域」として定め規制する

 基準高（同第10条）
・「日高村浸水予想区域」内で新たに建築する場合は、
「居室」の床面を「基準高」以上とする

 技術的基準（同12条）
・貯留浸透阻害行為による流出雨水量の増加を抑制する
ために必要な措置を規則で定める

日高村水害に強いまちづくり審議会（第1回）

■日高村水害に強いまちづくり条例施行に向けて
（令和3年3月制定）当面審議すべき事項

日高村浸水予想区域および災害危険区域

日高村作成
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速やかに避難行動をとってもらうために、
① 災害の危険性が増していることをリアルタイムに認識する
② さまざまな防災情報を迅速に収集する
ことが必要

課 題

■平成30年７月豪雨では、避難所への避難者が少なかった
・避難勧告、指示の対象者（最大時）：約12万人
・避難所への避難者数（最大時） ：約700人

■令和元年度：防災情報提供アプリを開発

高知県防災アプリ

令和２年度、令和３年度

■令和２年４月から運用を開始
[インストール数 ]
実績 37,791（R3年11末時点）
目標 51,000→70,000（R６年度末）

※令和３年11月に目標を上方修正

■令和３年度はシステム改修を実施
災害対策基本法の一部改正に伴う避難情
報の表示変更、ハザードマップの更新、グループ
SOS機能の登録人数の拡張 など
➡県民の視点からより利便性の高いアプリに改修

① 防災情報の拡張
ユーザーからの意見等を踏まえ雨雲レーダーの画像等をSNSを通じ
て共有する機能、地点雨量予測機能等の追加により、より多くの防
災情報を発信することで、これまで以上に適切な避難行動を促す

令和４年度

・高知県防災アプリの更なる普及促進のため
①防災情報の拡張 ②啓発の強化 ③多言語化を図る！

③ 多言語化
増加している県内の在留外国人へ防災情報を発信す
るため、多言語化を図る

② 啓発の強化
広報誌、ラジオ、ポスター掲示等の啓発に加え、TVCM、WEBCM、
電車広告等、様々な手段により啓発活動の強化を図る

地域を限定
プッシュ通知

雨量
水位など

その他
河川カメラ
避難所

気象情報
（解析雨量）

自動配信

！

アプリの
画面で起動

雨量・水位・ダム情報

避難指示等

避難所開設情報

土砂災害危険度情報

任意メッセ－ジ

高知県危機管理部作成
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高知県総合防災情報システムの更新

①操作性
・避難指示、避難所開設情報と緊急速報メールの２重登録が必要。

②災害情報の共有
・被災・孤立の状況（人数、地区、ヘリ荷下地点）を紙地図情報で共有している。

③道路情報の共有
・市町村道の通行規制情報が登録できない。（孤立情報と連動）

④映像情報の共有
・応急活動に必要となる河川、道路カメラの映像が市町村等と共有できていない。

⑤Ｌアラート連携機能の強化
・避難所開設状況の地図化ができていない。

⑥国等とのシステム連携

・SIP4D、物資調達等輸送支援システム等との連携ができていない。

（SIP4D：基盤的防災情報流通ネットワーク）

【目的】現在の高知県総合防災情報システムは、平成25年度に構築して以降８年が経過し、サーバ機器等が老朽化していることから、本シス
テムの更新に併せて国が構築するプラットフォームとの連接やシステムの操作性の向上を図ることにより、迅速な応急活動や避難指
示、避難所開設情報の配信につなげることを目的とする。

現システムの課題

県庁
市町村

災害・防災
情報の共有

被災地、避難所、避難場所

迅速な
災害支援

内閣府
消防庁SIP4D

防災情報の
見える化

システム更新による効果

R3 R4 R5

システム仕様検討

プロポーザル

システム整備

被害報告、避難指示、避難所開設、職員参集、緊急速報

映像共有、SIP4D連接、電子地図、クロノロ

河川・道路カメラ
ヘリテレ映像

国土交通省
（四国地方整備局）

高知県
総合防災情
報システム

開発スケジュール（案）

①システム操作性の向上
・防災情報（避難指示、避難所開設）の登録と緊急速報メールを連動

させることで２重入力を解消し、配信を迅速化。
②電子地図を活用した災害情報の把握

・災害対策本部で収集した被災、孤立情報を電子地図化し、各災害対
策支部や応急救助機関と共有することで、応急救助を迅速化。

③道路情報の連携及び共有
・市町村道の規制情報をＤｉＭＡＰＳ（国道、県道）と連携させるこ

とにより、孤立地域を速やかに把握し、応急救助機関との共有する
ことで応急活動を迅速化。

④被災映像の共有
・国土交通省の映像情報（道路、河川）を市町村、消防と共有するこ

とで的確な避難指示につなげるとともに応急活動を迅速化。
⑤Ｌアラートとの連携強化

・避難指示や避難所開設情報を地図化することで、移住者や旅行者に
対し防災情報を見える化。

⑥国等との防災情報の共有
・SIP4Dと連接することで速やかな国と自治体間の被害情報の共有に

つなげ、迅速な応援体制を確立。
・実動機関（自衛隊、ＤＭＡＴ）の展開状況を共有可能となることで、

応急活動を迅速化。

災害対策支部 災害対策本部

電子指揮台

高知県危機管理部作成
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仁淀川（県管理区間） 河川整備事業の進捗状況
～洪水を安全に流下させるための対策（日下川）～

○流下断面の不足する区間において、堤防及び護岸の整備、河道の掘削等を実施する。

日下川河川改修緊急対策区間 L＝4,400ｍ

新放水路整備L＝5,300ｍ（国）

既設放水路（国）

日下川通常河川事業区間L＝3,200ｍ 凡例
整備済
施工中
未整備

※整備済はR3年度末時点
を想定した延長

整備済L＝4,400ｍ

P3977

T.P+10.000

HWL=16.617

3
9
8
2

43 008

n=1:2.0 SL=10.54
n=1

:2.
0 S

L=1
2.9

5

日下川計画横断図

高知県土木部作成
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仁淀川（県管理区間） 河川整備事業の進捗状況
～洪水を安全に流下させるための対策（宇治川）～

○河道拡幅・築堤・河床掘削・護岸工・圧力管路・橋梁架替等を実施。

河川改修緊急対策区間 L=600m

天神ヶ谷川計画横断図

凡例
整備済
施工中
未整備

※整備済はＲ3年度末時
点を想定した延長

県道朝倉伊野線

整備済 L=510m
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高知県土木部作成



事業の概要

今後の予定
引き続き、用地買収を実施。

実施と達成

【近年被害状況（H26.8.3）】
県道柳瀬越知線が冠水し、通行止めが発生

県道柳瀬越知線

過去の浸水位T.P.61.0

河川災害復旧助成事業(S50～S54)

改修に向けて、用地買収を実施中

【整備イメージ】

整備区間
L=6,090m

仁淀川（県管理区間） 河川整備事業の進捗状況
～洪水を安全に流下させるための対策（柳瀬川）～

○流下断面の不足する区間において、堤防及び護岸の整備、河道の掘削等を実施する。

高知県土木部作成
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大渡ダムとのオンラインによるWEB常時接続での合同防災訓練
【仁淀川町、越知町、高知県、四国電力（オブザーバー）】

高知県

四国電力

上流域からの流入量が増加し、大渡ダムからの
放流量が2,100m3/sを超える通知が来たとき、放流
量が2,100ｍ3となるまでの間、各機関ではどのよう
な措置を執っていますか。

災害対策本部を設置し、職員と消
防団を配置する。住民へ避難指示を
発令する。避難所として公民館を開
設する。過去の実績から今後の予測
を立てる。

仁淀川町

避難に備えて避難所を開設し、消
防団を配備する。今後の動きを決め
るため、気象情報の収集を徹底する。

越知町

洪水調節を開始しており、2,500ｍ
3/Sからフリーフローになる。

WEB常時接続

桐見ダムで異常洪水時操作を開
始する。関係市長村へＦＡＸ通知す
る。下流へ情報提供する。県道への
通行規制。

大渡ダム

WEB常時接続

【感想】
関係機関の取り組み

や現状を伺うことがで
き、今後の備えとして
有意義な時間となった。

【感想】
ダムの動きを把握しきれて

いないところがあったので、
⾮常に勉強になった。

【訓練用洪水波形】

【洪水浸水想定図（越知町）】
【感想】
関係機関がどういっ

た動きをしているのか
が分かり良かった

【感想】
関係機関の取り組みや現状を

伺うことができ、今後の備えと
して有意義な時間となった。
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令和３年度当初予算・令和２年度補正予算（災害復旧含む） 主要事業位置図

：河川①～⑦

：海岸⑧～⑫

〈凡例〉

③深渕

⑨戸原工区

①小田島

⑥加田

⑦日下川新規放水路

：河川維持

⑬～⑮

④新居

⑭鎌田

②高川原

⑤用石

⑮高岡

⑬西佐古

⑩CCTV更新

⑫R2年9月台風第10号
被災箇所

⑪R2年1月低気圧
被災箇所

⑧南国工区

工事進捗状況
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工事進捗状況（物部川・仁淀川）

対策前

施工状況（R3.11撮影）

仁淀川

波介川

対策前（R1.7撮影）

施工状況（R3.11撮影）

対策前

高川原地区堤防拡幅・樋門改築・漏水対策 小田島地区堤防拡幅

用石地区掘削実施状況 加田地区築堤実施状況

施行状況（R3.11撮影）

対策前 施工状況（R3.12撮影）
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工事進捗状況（日下川新規放水路・高知海岸）

日下川新規放水路 高知海岸

放水路施工状況(インバート打設完了)

放水路施工状況(中央排水掘削)

〈平成29-32年度 日下川放水路工事〉
掘削：2,850m/2,850m完了（100％完了）
覆工：2,803m/2,850m完了（98％完了）
インバート： 1,088m/2,850m完了（38％完了）

〈平成30-32年度 日下川放水路(吐口側)工事〉
掘削：2,235m/2,280m完了（98％完了）
覆工：1,647m/2,280m完了（72％完了）

〈合計〉
掘削：5,085m/5,130m完了（99％完了）
覆工：4,450m/5,130m完了（87％完了）
インバート：1,088m/5,130m完了（21％完了）

進捗状況 （令和3年12月20日時点）

掘削済み

覆工済み

インバート済み

掘削未実施

掘削方向

凡例

戸原5号突堤施工状況（R3.11撮影）

戸原工区

戸原6号突堤 戸原5号突堤

突堤全景（戸原5号突堤）

人工リーフ

南国工区

人工リーフ改良
（離岸堤化）

現在の状況（R3.11撮影）
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